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28行＝15.777
29行＝14.641
30行＝13.587
31行＝12.6
32行＝11.677
33行＝10.813
34行＝10（標準）

35行＝9.235
36行＝8.514

１段の横幅は72㎜
　＝１段幅の写真の横幅も72㎜
２段通しの場合は１行39文字
段間は12㎜（３文字分）
２段全体の横幅は156㎜で変わらず
　１段目のセンター（Ｘ座標）　49㎜
　２段目のセンター（Ｘ座標）　133㎜
インデントは4㎜単位で考える

キャプションは13級で変わらず

１．東京水道あんしん診断業務の概要
　「東京水道あんしん診断業務」は、東
京都水道局が東京都管工事工業協同組
合、三多摩管工事協同組合と契約を締結
し、平成27年11月より同組合の支部に
おいてその業務をおこなっています。
〈目的〉
　全てのお客様にタップウォータープロ
ジェクトを始め、水道局の取組みに対す
る理解を深めて頂くとともに、高品質の
水道を実感していただき、専門的な視点
を含む各戸訪問により、お客様ニーズを
きめ細かく把握し、水道事業に反映して
いく。

東京水道あんしん診断業務の受注について
お客様ニーズをきめ細かく把握

三多摩管工事協同組合

　三多摩管工事協同組合（松田英行理事長）は組合員数405社、29支部で構成された団
体です。
　同組合は東京都水道局が平成27年11月から開始した「東京水道あんしん診断」業務を
受注しました。同業務はすべてのお客様に水道水の取組みを知って頂き、水道水の良さ
を実感していただく事を目的にお客様宅を訪問するものです。今後、４年半にわたり、
大規模使用者、公共施設を除く都営水道使用者約750万件を対象に実施します。漏水の
調査と希望者には水道水の外観調査、残留塩素濃度等を測定し、水質を確認します。調
査終了後には、診断結果を記載した「お知らせ票」をもとに説明します。また、利用者
のニーズなどを把握するためのアンケート調査を行うほか、水道局の主な取組みなどを
紹介したパンフレットも配布するなどし、お客様ニーズをきめ細かく把握します。
　本誌では、２月12日に開催された全管連事務局研修会の講演より、同組合の 「東京水
道あんしん診断業務の受注について」を報告します。

三多摩管工事協同組合の概要
･多摩地区

面 積　1,169.49㎢
人 口　4,482,944人（東京都下26市＋

３町＋１村）
世帯数　1,959,507世帯

･ 三多摩管工事協同組合
昭和37年12月 　101社の管工事業者で

創立総会
昭和38年４月 　設立登記完了（4月30

日創立記念日）
平成25年２月 　創立50周年記念式典 

挙行
組合員数　405社
支 部 数　29支部
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〈診断対象〉
　都営水道供給区域における水道使用者
約750万件（内、多摩地区190万件）。
但し、大規模使用者、公共施設を除くも

のとなる。
〈実施期間〉
　平成27年度上半期～平成31年度まで。
〈作業内容〉

あんしん診断の作業フロー

あんしん診断お知らせ票
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　①事前ビラ配布の準備として地区・会
社毎の割合を決定。②事前ビラ配布日
は、事前ビラ、アンケート用紙及び返信
用封筒等を配布③診断当日は在宅状況の
確認及び診断の趣旨を説明し、在宅、不
在、実施不可によってその対応を行う。
　お客様宅訪問時の診断内容は次の通
り。なお、診断を行う際はタブレットを

使用。
①簡易漏水調査
　家庭内の蛇口を全て閉止していただ
き、メーターを見て漏水の有無を調査
する。

②簡易水質調査
　希望するお客様のみに行うもので、
水道水の外観調査に加え、残留塩素濃

診断員の服装、及び持ち物

簡易水質調査

タブレットとプリンタ 診断員ベストと委託証明書

電気伝導率の調査 残留塩素濃度の検査
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度及び電気伝導率を測定し水質を確認
する。

③水道局の主な取組み等の紹介
　水道水をおいしくするための取組み
や、震災発災時に備えて知っておいて
頂きたいことなどをパンフレット等に
より紹介。

④アンケート調査
　お客様のご意見、ご要望を伺うため
にアンケート調査を実施する。診断員
による現地回収、郵送、インターネッ
トの３通りの回答方法があり、アン
ケートにご協力頂いた方から抽選で景
品をプレゼントする。

⑤診断結果の通知
　診断終了後、診断結果を記載したお
知らせ票を渡して終了。
　今回の診断業務において特筆すべき
事項はタブレット端末を使用する点と
なる。診断予定・診断結果等はタブ

レット端末に入力し、データをアップ
ロードする。さらに、お客様への診断
結果通知についても携帯プリンターを
使用し、その場でお知らせ票を出力す
る。いずれの場合も、別途紙媒体での
報告書作成等は不要となっている。
　また、お客様からの希望がある場合
は、診断員の可能な範囲で土日及び夜
間に調査を実施する事が可能となって
おり、調査実施率の向上が期待される。

２．業務実施上の課題
　先行して診断業務を実施している中
で、１月までの実績を踏まえ、次の課題
が取り上げられている。
①組合員の取組みに温度差
　普段の業務との兼ね合いの中での協
力体制。

②トラブル処理
　業務を開始してから日が浅く、どの

診断業務の様子

訪問でインターホンを押す メータ確認による簡易漏水検査
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ようなトラブルが発生するのかが、分
かりにくい。

③タブレットの扱いに不慣れ
　普段よりタブレットを使用していな
い診断員の方が使用しにくい感があ
る。

④在宅率が低い
　現状、３割程度の在宅率。

３．受注のポイント
・行政との良好な関係
　東京都水道局と連絡会（２か月に１
回）を行い、組合からは執行部の役員
が出席。
・納得できる理由
　東京都に対して、住民のために診断
を行うという観点から要望を行うこと

で、本業務について東京都の理解を得
ることができた。
・先生の応援・協力
　議連（東京都議会自民党多摩水道事
業政策研究会）の先生方へ要望し、そ
の応援・協力により実現できた。
　また、東京都管工事工業協同組合と
協同して要望したことも効果があっ
た。

４．東京都民の皆様へ安全な水を届ける
ために

　本業務は平成31年までの長丁場とな
るが、市民へ安心・安全な水を届けるた
め、同業務を遂行していく事が組合とし
ての使命となる。

アンケート用紙


